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ガバナー公式訪問（続き）

ガバナーアドレス

今日は、2025-26年度国際ロータリー会長のメッセージを紹介しながら、私

自身の想いも交えて、これからのクラブづくりについてお話しさせていただき

ます。

ロータリーの最大の財産は「人」

会長は次のように語っています。

「ロータリーの最大の財産は会員です。」

実績や歴史ではなく、地球上で最も有能なボランティアチームとしての私たち

一人ひとりの存在にこそ価値がある。この強いメッセージを受け止めたいと

思います。

そして、彼は「革新」「継続性」「パートナーシップ」を柱に、クラブ活性化と会員

増強を呼びかけています。中でも、印象的な言葉があります。

「すべてを同じままに保つには、すべてを変えなければならない。」

これは、変化の中でこそクラブの本質を守れるという強い決意の表れです。

2025-26年度のRI会長テーマは「よいことのために手を取りあおう」。この言葉から、私たちは何を学び、どう行

動すべきか。ここからは、私自身が考える「未来へつなぐクラブ」についてお話しします。

「ガバナーアドレス」

国際ロータリー第２６５０地区 小﨑 学 ガバナー



ガバナーアドレス（続き）

1.クラブの力の源は、会員一人ひとり

クラブの活力は、人と人とのつながりから生まれます。多様な価値観を尊重しながら、共通の目標に向かう。

この絆こそが、ロータリーの強さだと信じています。

2.成長の鍵は「人財の育成」

ロータリアンに完成はありません。例会や奉仕活動、青少年との交流の中で、私たちは学び続けています。

次の世代へ「言葉ではなく背中で伝える」姿勢が、クラブの未来をつくりのではないでしょうか。

3.「変化」への柔軟な姿勢

社会は日々変化しています。クラブもまた、「こうあるべき」に縛られず進化していくべきです。守るためにこそ、

変える勇気を持ちましょう。

4.信頼を育てる「つながり」

クラブは一人ひとりが主役です。互いを信じ、尊重し合うことで、クラブは「信頼の場」となります。第2650地区

には96のクラブがあります。地域を越えたつながりも、新しい可能性を広げてくれます。

5.奉仕事業はクラブの「鏡」

奉仕活動の計画・実行には、そのクラブの姿勢が映し出されます。

「誰のために」「なぜ」「何を」「いつ」「どこで」「どうやって」。この6つの問いを共有し、事業の質と信頼を高めま

しょう。

6.柔軟な運営と「備え」

時代に合ったクラブ運営も大切です。委員会構成の見直しや危機管理体制の整備は、メンバーの安心につな

がります。備えあるクラブは、強いクラブです。

7.3年間で見る「クラブの未来」

国際ロータリーでは、「3年間のローリングプラン」（3-Year Rolling Target / Plan）を推奨しています。継続性を持

ち、明確な目標を掲げ、地域に根ざした行動力を養う。単年度でなく中長期的に、次期リーダーと連携しながら

クラブ運営を進めましょう。

8.会員増強は「全員のテーマ」

仲間を増やすことも、離脱を防ぐことも、一部の委員会だけで担うものではありません。全員で出会いを育て、

信頼を築き、共に歩むことが大切です。

9.財団・補助金の活用 米山奨学会

奉仕の幅を広げるために、ロータリー財団の活用は欠かせません。

･年次基金：1人180ドル以上

･ポリオプラス：1人30ドル以上

･米山奨学会：24,000円

･希望の風奨学金：5,000円

特に、世界ポリオデー（10月24日）には、クラブ独自の活動を展開し、広く意識を高めていきましょう。

結びに

変化を恐れず、仲間を信じ、学び合い、支え合う。

そうした歩みの中に、未来につながるクラブの姿があると信じています。

クラブの未来は、私たち一人ひとりの行動にかかっています。

ともに学び、ともに奉仕し、次の世代へバトンを渡していきましょう。

ご清聴、誠にありがとうございました。








